
ご提言箱等にいただきましたご提言について、次のとおり回答いたします。               
                                 ご提言箱   ＦＡＸ   メール  ＴＥＬ  手渡し    № R6-35① 
 

  ご提言要旨  接遇 回答  総務企画課 

 電話交換の方ですが、自分の名前を名乗らない

のに、こちらには名前を求めてくる。なかなか言

わないと取り次ぎをしてもらえない。まず、自分

の名前を名乗り、こちらに求めてくるのは分かる

が感じが悪い。 

 この度は、当院の電話交換に従事する職員がご

提言者に対して名前を申し上げなかったことで、

大変不快な思いをさせてしまい誠に申し訳ござい

ません。 

 電話をいただいた方に対して、個人名を名乗っ

て応対させていただくのは、極めて一般的な常識

であることは当方も認識しておりますが、当院で

は、不特定多数の方の応対を必要とする電話交換

業務において「病院名及び電話交換担当」と申し

上げることを原則としております。 

 ただし、ご提言者様のようにお感じになる方は

少なくないと考えられますので、このご提言を機

に、仮に名乗ることを求められた場合は、当院の

取り決めにより個人名を名乗ることはできないこ 

とをお詫び申し上げてからの対応としたいと考え

ています。 

 加えて、当院側からお名前をお聞きした場合に

名乗らない方に対して、執拗に要求することも控 

えそのまま取り次ぐことを指示いたしました。 

  ↓ 



ご提言箱等にいただきましたご提言について、次のとおり回答いたします。               
                                 ご提言箱   ＦＡＸ   メール  ＴＥＬ  手渡し    № R6-35② 
 

  ご提言要旨  接遇 回答  総務企画課 

  今回のように、電話をいただいた方からのご提

言は大変貴重と考えておりますので、今後ともお

気づきの点があればご指摘いただきたいと考えて

います。 



ご提言箱等にいただきましたご提言について、次のとおり回答いたします。               
                                 ご提言箱   ＦＡＸ   メール  ＴＥＬ  手渡し    № R6-36① 
 

  ご提言要旨  接遇 回答  看護部 

 看護師の増員、介護士の夜勤、有給取得方法の

見直しを検討して頂きたく投書させて頂きまし

た。 

 長らく入院生活をする中で、本当に看護師さん

の献身的な介護と笑顔に救われました。 

 看護師さんの心のゆとりを守り、離職を防ぐ為

にどうか検討を宜しくお願い致します。 

 この病院に入院し治療して頂き本当に感謝して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ↓ 次項へ続く 

 この度は、看護師及び介護士の働き方や年休取

得について、ご意見を頂き有り難うございます。 

 看護師の増員について、当院は 10対 1の看護

配置の届けを行っており、届け出に準じた看護師

数を各病棟に配置しています。休職・退職等によ

る不足数につきましても適宜、募集採用を行って

おり、現在のところ業務に支障がないよう留意し

ているところです。 

 また、介護士の夜勤について、一般病棟におい

ては介護福祉士の夜勤はありませんが、地域包括

ケア病棟においては介護福祉士も夜勤業務を行っ

ております。また職員の配置につきましても面談

を行った上で、その人にあった働き方を考え勤務

する場所も可能な限り考慮し配置しております。 

 有給取得については、厚生労働省から働き方改

革の一環として、2019年から施行された労働基

準法に則り、年間に 5日間は希望する日に年休を

取得させるように義務づけられました。当院でも

最低5日間の年休取得とそれ以外でも希望する日

には年休を取るように配慮しております。 



ご提言箱等にいただきましたご提言について、次のとおり回答いたします。               
                                 ご提言箱   ＦＡＸ   メール  ＴＥＬ  手渡し    № R6-36② 
 

  ご提言要旨  接遇 回答  看護部 

  このたび頂戴いたしました職員の介護と笑顔に

救われたとのお言葉を胸に、今後も業務に邁進し

ていきたいと思います。 

 看護・介護の仕事は肉体的、精神的にも厳しい

場面も多く、全国的にも離職も多いと聞いており

ますが、働き方についてご心配して頂き、誠にあ

りがとうございます。 

 今後は、心にゆとりを持ち笑顔で仕事ができる、

働きやすい職場づくりになお一層努めていきたい

と思います。 

 貴重なご意見をありがとうございました。 



ご提言箱等にいただきましたご提言について、次のとおり回答いたします。               
                                 ご提言箱   ＦＡＸ   メール  ＴＥＬ  手渡し    № R6-37① 
 

  ご提言要旨  設備 回答  総務企画課 

 駐車場において身障者用の場所に、ノーマーク、

老人でもない、身障でもない、ノーマーク車がた

くさん止まっています。 

 身障者が困っています。注意喚起して下さい。 

 定期的に見回り、注意の紙などを貼って下さい。 

 この度は、駐車場に対する極めて適切なご提言

をいただき誠にありがとうございます。 

 ご指摘のとおり、公道において身体障害者の表

示を施した駐車場に身体障害者以外の方が駐車さ

れることは、常識的にあってはならないことは

重々承知いたしております。 

 しかしながら、病院構内の駐車場といった特殊

性を考慮した場合に、身体障害者以外の方であっ

ても、症状によって一時的に歩行が困難な方や、

高齢者等で車いすの利用を余儀なくされる方等に

ついては、たとえ身体障害者以外の方であっても

容認させていただいており、当該場所に駐車され

るか否かは、ドライバーのモラルに委ねることが

大きいと、現段階では考えています。 

 ただし、ご提言者のおっしゃるとおり、真にこ

うした駐車場が必要に方にとって支障が生じる場

合を見かけるなどお気づきの点があれば、遠慮な

く最寄りの職員にお声掛けいただきたいと考えて

います。 

 いずれにいたしましても、今回のご提言を機に、 

  ↓  次項へ続く 



ご提言箱等にいただきましたご提言について、次のとおり回答いたします。               
                                 ご提言箱   ＦＡＸ   メール  ＴＥＬ  手渡し    № R6-37② 
 

  ご提言要旨  設備 回答  総務企画課 

 当該駐車場に「やむを得ず身体障害者以外の方が

駐車される場合は最寄りの職員までお申し出くだ

さい。」等の表示を行う等で、今回のご提言を活か

していきたいと考えています。 

 今後とも理解・ご協力をお願いするものです。 



ご提言箱等にいただきましたご提言について、次のとおり回答いたします。               
                                 ご提言箱   ＦＡＸ   メール  ＴＥＬ  手渡し     № R6-38 
 

  ご提言要旨  接遇 回答  患者サービス課 ／ 診療部 

 正面総合の受付又は会計の方の「タメ口」が気

になります。 

 個人病院ではなく、市の病院なのでもっと患者

さん達に対して、優しく接する事はできないでし

ょうか。 

 標準語とまでは言いませんが、年に何度か言葉

の勉強会を開いてみてはどうでしょうか。 

  

 脳外科の○○先生、20年間有難うございます。

○歳の 10 月でした。仕事中に倒れ、軽い脳梗塞

でした。これからも宜しくお願い致します。 

（患者サービス課） 

 この度は、受付及び会計窓口スタッフの言葉遣

いによって不快な思いを与えてしまい、誠に申し

訳ありません。 

 患者さんに対する接遇については、最も重要な

患者サービスのひとつとして、常日頃から、患者

さんの立場に立った対応に心掛けるよう全職員に

対し指導しているところです。そのため、このよ

うなご提言を頂戴したことは、改めて教育の不十

分さを痛感したところです。今回ご指摘いただき

ました担当スタッフに対しては、改めて個別指導

を行い、改善に努めるよう注意喚起いたしました。

同時に全職員に対する接遇指導についても、これ

まで以上に取り組んでまいります。この度は、貴

重なご提言をいただき、ありがとうございました。 

 

（診療部） 

 その後、順調に経過しており何よりです。今後

も定期的な診察を継続して下さい。油断は禁物で

すよ。 



ご提言箱等にいただきましたご提言について、次のとおり回答いたします。               
                                 ご提言箱   ＦＡＸ   メール  ＴＥＬ  手渡し    № R6-39① 
 

  ご提言要旨  接遇 回答  患者サービス課 ／ 看護部 

 11/6（水）にインフルエンザとコロナの予防接

種を受けました。受付を済ませ番号札をもらい、

随分待ち、係の方に「2F に行きます。エレベータ

ーに乗って下さい」と言われ、一番奥から詰めて

いかなければと一番奥に乗り、エレベーターを降

り、普通に接種場所まで歩けばいいものを、急い

で車椅子を押し以前骨折した場所に車椅子が当た

り、何ゆえにそれ程までに急ぐのか、私自身の順

番が早かったもので早く呼んで頂けると思ってい

たら「エレベーターを早く降りてきた順番にお呼

びしています」と。 

 私の横に座っていた女の人が、肩を出して待っ

ていたら看護師さんが「肩や出して何しょんです

か。肩や出さんでもいいんですよ」と。えっ、去

年は「肩出してくれ」と言われたんでと答えると

「そんなはずない。誰もそんな事言わん」と。確

かに去年は言われました。私も聞いています。 

 「大丈夫ですか」なんて、何かおかしいなと思

えば本人が口にします。変なところで手を差し伸

べなくていいんです。 

   → 次項へ続く 

（患者サービス課） 

 この度は、予防接種のご案内の件でご不便と不

快な思いを与えてしまい、誠に申し訳ありません。 

 当院が実施する予防接種は、できる限り多くの

方にお受けいただくために、効率よく提供できる

よう集団接種を採用しています。 

 そのため、ある一定の広さを有した会場が必要

なことから、当院 2階の大会議室を接種会場とさ

せていただいています。 

 このことから、接種者の皆様には院内でのご移

動を余儀なくお願いしていますが、何卒ご理解と

ご協力くださいますようお願いします。ただし、

ご移動のご案内に関しましては、接種者の皆様方

が急ぐことなく個々のペースに応じてご移動いた

だけるようお声掛けさせていただきましたが十分

でなかったこと、また、番号札の番号が接種の順

番ではない旨の掲示はさせていただいていました

が、接種者の皆様に対し十分なご理解を頂けてい

なかったことは説明が足りなかったと反省してい

ます。この度の貴重なご提言を参考に、今後の予

防接種の適正なご案内に努めてまいります。 



ご提言箱等にいただきましたご提言について、次のとおり回答いたします。               
                                 ご提言箱   ＦＡＸ   メール  ＴＥＬ  手渡し    № R6-39② 
 

  ご提言要旨  接遇 回答  患者サービス課 ／ 看護部 

もう少し手際よく、皆さんが納得できるように

取り組んで頂けないでしょうか。市民の皆さんが

期待する市民病院に生まれ変わって欲しいと思い

ます。 

（看護部） 

 インフルエンザ、コロナワクチン予防接種に関

するご意見をいただきましてありがとうございま

す。 

 今回接種会場での発言から、大変不快な思いを

させてしまい申し訳ありません。ワクチン接種が

スムーズかつ安全に実施できるよう事前に接種部

位の準備をお願いしております。スタッフ間の情

報共有ができておらず混乱を招くような声かけを

行い、ご迷惑をおかけしました。今後はワクチン

接種に携わるスタッフ全員が共通認識のもとお声

かけやご案内ができるよう努力して参ります。 


